
大阪市「福祉職員」人材育成基本方針（概要版）

1 大阪市「福祉職員」人材育成基本方針策定の背景 （本体１頁～）

2-1 福祉職員のめざすもの ～理念とめざす福祉職員像～ （本体５頁～）

理念
福祉職員は、個人の尊厳と人権の尊重を原点に、
質の高い福祉行政の実践により、市民の福祉の向上に貢献します。

個人の尊厳と人権の尊重＝一人ひとりがかけがえのない存在として尊重されること
質の高い福祉行政の実践＝職員自ら主体的に行動し、福祉行政を高いレベルで遂行すること
市民の福祉＝一人ひとりが幸せに暮らし続けることができること

福祉行政を担う専門職としての自覚と力量を備え、
市民に寄り添い、熱い思いと冷静な思考をもとに最善を尽くす職員

2-2 福祉職員のめざすもの ～専門性とキャリアラダー～ （本体７頁～）

など 福祉職員のキャリアラダー

本市福祉職員がこれまで培ってきた知識、経験、倫理観等から、

福祉職員に共通して求められる専門性を25項目選定し、

階層別に４段階を設定（100のチカラを習得）

25項目
を選定

ＳＴＥＰ１：
助言指導を受け実践できる

ＳＴＥＰ２：
自立して実践できる

ＳＴＥＰ３：
後輩等に助言や支援ができる

ＳＴＥＰ４：
専門的な技術等の継承ができる

→ 段階的に専門性を習得

めざす
福祉職員像

➢ 福祉職員としてのアイデンティティを獲得し、自らのキャリアについて考え、主体的な能力開発に取り組む福祉職員の育成
➢ 市全体の組織力を高めることによる質の高い市政運営の実現

本基本方針の活用
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本基本方針は、大阪市全職員の人材育成の基本となる「大阪市人材育成基本方針」の【職種版】として、

本市福祉職員に求められる専門性、めざす福祉職員像、キャリア形成など、本市福祉職員に対する人材育成

の基本的な考え方等を示したものです。

福祉職員の意義や役割について、組織全体として共通認識を持ち、計画的、体系的に人材育成を行うため、

「福祉職員の理念」と「めざす福祉職員像」を明文化しています。

3 福祉職員人材育成の基本的な考え方と取組 （本体９頁～）

（１）ＯＪＴ

（２）Ｏｆｆ－ＪＴ

（３）自己啓発

（４）ジョブローテーション(※)

（５）福祉行政を担う新たな
人材の確保に向けた取組

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

福祉職員に対する人材育成の体系

ジョブローテーション(※)

職員の能力開発や人材育成を目的に、計画的に
人事異動を行うジョブローテーションを実施します

対人援助業務を中心とした現場での経験
↓

異なる所属、異なる分野を複数経験
↓

本人の適性を見極めながら、適材適所の配置
↓

能力や専門性を最大限発揮
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次の５つの取組を体系的、組織的に実施し、福祉職員に対する効果的な人材育成を行います。
新規採用者数の増加に対応した効果的なOJTを実施するとともに、多様な課題に向き合える人材を育成するための

ジョブローテーション等を推進します。取組の実施にあたっては、キャリアラダー等を活用し、ＰＤＣＡサイクルを実施する
ことで、質の高い市政運営を実現できる福祉職員を育成していきます。

職種に限らず誰もが分かりやすい福祉職員の人材育成のツールとして「福祉職員のキャリアラダー」を作成しています。
キャリアラダーに示す福祉職員の専門性については、どの分野であっても必要となる能力、技術の基本となるものです。
福祉職員は専門職としての能力の現状や成長をキャリアラダーで確認した上で、自己の更なる能力開発や具体的な

業務目標を設定し、上司と共有するなどして活用します。
管理職となる職員は、キャリアラダーに示す専門性を習得した上で、「福祉職員の管理職として求められる能力」を身に

つけていくことが求められます。

・新規採用者数の増加や業務の複雑化

・福祉職員の専門性に対する指標等が不明確

・管理職となる年代の福祉職員が少ない

大阪市福祉職員を取り巻く状況

→人材育成の仕組みやキャリア形成の道筋を体系的に構築する

→人材育成について本人のみならず、上司・部下・同僚などが
共通認識を持ち、組織全体として継続的に取り組む

福祉職員の人材育成の必要性

「福祉行政を担う人材の育成に係る検討会議」設置
（総務局・区役所・福祉局・こども青少年局）

■俯瞰的・客観的
に捉える職員

■想像力
がある職員

■自己研鑽
に努める職員

■使命感
がある職員

■人と心を
動かす職員

福祉職員に求められる専門性

福祉職員＝行政職員＋福祉の専門職員

福祉職員の専門性

行政職員としての基本的な能力・姿勢等

□ 倫理観の形成
□ 自己覚知
□ 主体性の尊重

□ 市民対応
□ 法に基づく対応

□ スーパービジョン
□ 危機介入
□ 権利擁護

□ 文書（資料）作成
□ 企画立案

等

等

４項目（ 管理統率 ・ 市民志向 ・ 業務運営 ・ 人材育成 ）ごとに整理福祉職員の管理職として求められる能力
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